
事例２：ハンバーグの中の異物 

   

品  名：ハンバーグ 

  苦情概要：購入したハンバーグ（加工食品）の中に小さな硬い異物が混入していた。   

検査方法：肉眼および実体顕微鏡による観察。 

       ホルマリン固定後、組織標本を作製し顕微鏡で観察。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

肉眼像 

黄褐色～黄白色で１～４㎜大

の硬い小片を複数認める。 

実体顕微鏡像 

異物に濃塩酸を滴下したとこ

ろ、気泡の発生を認めた。 

異物 

 

 

 

                    
組織像

HE 強拡 

骨細胞を認める。 

HE 強拡 

骨組織に特有の構造（ハ

バース管）を認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 検査結果：組織学的検査によって骨組織特有の構造と骨細胞を認めたため、 

      苦情品は動物の骨であることが判明。 
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